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②支援部門

③管理部門

家族のアンケート結果では、リハビリ見学や目標の共有、通信環境の項目は低値であった。また、職員アンケート
結果では、リハビリ見学や普段の様子の共有、コミュニケーション支援、通信環境の項目が低値であった。これらの
アンケート結果から、リハビリ職員を対象に関わり方やオンライン面会で実施する内容、実施場所に関してマニュア
ルを作成し勉強会(Googleドライブでも共有)を開催し周知を行った。

（実施前）　面会後にストレス値が30KU/L以下となった患者割合は72％。アンケート調査にて関わり方に関する
　　　　　　　項目は4.4/3.9（家族満足度／職員実施度）、通信環境項目は3.9/3.0と他と比較し低かった。
（実施後）　面会後にストレス値が30KU/L以下となった患者割合は83％と増加した。アンケート調査にて関わり方
　　　　　　　に関する項目は4.3/3.9、通信環境項目は3.4/3.2で目標には達成しなかった。
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③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

施策実行型

当院ではオンライン面会を案内し、患者のストレス緩和に繋げている。前回のTQM活動において、オンライン面会で
の患者のストレス軽減効果を認めることができた。しかし、家族における満足度については未調査であり、マニュア
ル等で対応の統一がないことが課題として挙がっていた。今回、家族と職員に対してアンケート調査を行い、改善を
図ることで、更なる患者のストレス軽減と家族の満足度向上に繋がるかを検証した。

（指標、目標）
・オンライン面会後、全体のうち9割の患者のストレス値が唾液アミラーゼ値において30KU/L以下となる。
・家族や職員へのアンケート調査（各項目5点満点）にて、職員の関わり方、通信状況に関する項目の満足度と、職
員のマニュアル実施度が4.5以上となる。

演題名
オンライン面会における患者のストレス軽減と

家族の満足度向上に向けた取り組み

施設名 ねりま健育会病院
(ふりがな)

発表者（職種） 新山　真由　(作業療法士)
にいやま　まゆ　

新山　真由　(作業療法士)

計測35回、アンケート調査4回
チームミーティング10回

回

令和6年1月　～　6月

チーム
メンバー
（職種）

新山　真由 作業療法士

笠松　磨琳 理学療法士

松本　夢奈 理学療法士

柴田　将 理学療法士

岸下　亜希子 理学療法士

鈴木　夏姫 看護師

髙橋　美里 看護師

浅野　竜弘 事務

尾花　彩乃 社会福祉士

小松　智行 地域連携室

二瓶　太志 作業療法士

（標準化）　定期的なアンケート調査を行い、改善点を明確にし、適宜マニュアルの更新と周知を図る。
（管　 理）　通信環境が良い場所の整備や面会頻度の増加を検討する。
（教　 育）　職員へのマニュアル定着を図るため、更新時には発信をし、入職者には研修を行い、啓蒙をしていく。
　　　　　　　訓練や病棟生活の進捗を代行スタッフでも伝達できるように、申し送り記載内容や方法を検討し、
　　　　　　　周知と統一を図る。

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動



【現状把握】

【目標設定】

【対策と狙い所】



【実施方法】

【効果の確認】



【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


